            「学校に自由と人権を！共同アピール」への賛同署名とコメントのお願い
　石原慎太郎知事が登場した1999年以降、従前にも増して加速された東京都における「教育改革」は、教育基本法を無視して、市場原理・競争原理による学校の多様化・差別化とナショナリズムの押しつけを目標とし、それを推進するため、教職員に教育委員会・校長の命令への絶対的服従という「意識改革」を迫りました。東京都教育委員会は学校の卒業式・入学式等における「日の丸・君が代」の強制を、そのカナメとして用いてきました。教職員の意識統制が直ちに子ども・生徒の意識統制に直結することは、この間のさまざまな事例からも明らかです。
　この「日の丸・君が代」強制による教育の破壊、心の自由の蹂躙、そして働く権利の剥奪に屈服することなく、2004年以来、多数の教職員がいくつかの訴訟を提起して、司法による救済を求めてたたかってきました。これら裁判の多くがいよいよ最高裁判所の審理の対象となる状況を迎えています。
　最高裁が人権保障の〈最後の砦〉として、憲法と教育の条理に則った公正かつ格調高い判断を行うことが求められています。私たちは、多くの研究者・文化人・ジャーナリストらがこれを期待し、最高裁の審理と判断を注視しているということを、この共同アピールに多数の声を結集することによって示したいと考えました。
こうした趣旨をご理解いただき、ご賛同くださるよう皆さまのご協力をお願い申し上げます。
　お寄せいただいた賛同署名とコメントは最高裁に提出するとともに、冊子等の形にして公表・普及し、広く世論に訴えるとともに訴訟を勝利に導くために役立てる計画です。
　上記のような理由ですので、学校の今日的状況や「日の丸・君が代」強制という事態についてのコメントもぜひお寄せくださるようお願いします。「共同アピール」では盛り込めない様々なご意見についても、コメントとしてお寄せいただければ幸いです。
           ２０１０年６月２６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よびかけ人一同
（以下は実務的なご連絡です。これもお読みください）
１．別紙｢共同アピール｣にご賛同の方は、お名前と肩書きおよびコメントを、下記アドレスにメールまたはファクスでお送りください。（コメントは200字程度でお願いします。）
２．７月末日までにお送りくださった分を第1次集約分とします。（その後も引き続き集約を続けます。）多くのご賛同を得た結果を記者会見等で公表し、広く社会に訴えたいと考えます。
３．「共同アピール」の運動を力強く展開するためには相当の費用が必要です。
　　まことに勝手ですが、カンパをお願いできれば幸いです。
　　よろしければ、郵便振込で以下の口座にご送金いただきますようお願いします。
　　　　　　口座番号記号　　００１１０－９－７６５９７８
　　　　　　加入者名　　　　「共同アピール」カンパ
　　　カンパの使途は、通信費、アピール文等の印刷費、コメントを集録した冊子作成の初期費用等です。お寄せいただいたカンパ額によっては新聞意見広告等も検討する予定です。
　　　　　　　　　　　　 よびかけ人のうち　　市川須美子、鎌田慧、小森陽一、浪本勝年、成嶋隆
　　　　　　　　　　　　　　　および　「学校に自由と人権を！共同アピール」事務局（丸山洋明）
　　　　　（送付先・問合わせ先）　事務局（丸山洋明）　Ｅメール　　kyoudouappeal@gmail.com　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファクス　  ０３－６４２３－８４２０
